

































































































































































序数 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12
完 全8度 c c■ g■ C" e" ど" b" C"' d"' e"' Ds" g"'C'
完 全5度 ･, C' g' (C'V e") g" b" C"' d"' e"' fl'S"' g'"g ＼＼㊥'レ/ h" i"'
長 3度 c c' g' .ノC": e" .､g'一､､ b" C" d"' e" lJ'S". a"
e e' r､力'′.′ e" ､､卯': h" d" I" g"'
短 3度 c c' g' /C"),/'e';J g" b" C… d'" e" Is"' g"'
e.i es (b/ .:FS,",′ g" b" des"' es" i"' g"
完 全4度 c c' ノ/盲') C" ダ ､ー一一/脅'ト＼ b" C"' d'" e"' 1)'S'" g"'I (iン/ ､-iF"ユ/へ＼タ,) es"' E"'
長 6度 c c (g＼ C" e" @'＼ b" C" d"' e"' fl'S" g"
a ＼､＼a') e" ＼＼耳う cl'S" e"' g"
短 6度 c c' :tg'､､ C" .′/e"; :g"､､､ b" C" d" e" (1-S" g"
as ､､声S,. .､eS';,′ ､J!S"1,. C" es" ges" g"'
長 2度 (C＼ (C＼ Cg＼ (C'＼ Ce＼ -.l@'＼ b" C… d… e"' 方S"' g"'
＼V ) ＼＼頑') ＼＼声') ＼ー漣")＼凄5').′′＼＼耳) C"' d"' e"' f1'S"'
短 2度 ･tc､ LC''- ,:a;～.､ .:L.'､､ :e"､､､t r:a"､､ b" C" d" e" Ii'S" g"'
､♂e{,. ､des'こ.-､ps'_,. ､des"1,. ､､､省 ､ps",. ces" des"' es"' f" a"
長 7度 C -′C': g' ,′C"I, @"㌔-＼了 i';,: bH c"' d"' e" fs… g"'
･､h.′ノ .､h:,.J ＼＼運S,チ′ h" d1'S"' Jfs"'


























l は倍音一致部分 ⊂⊃ は仝音程 工 :二:は半音程
表2 2音程間の全音程半音程の序数
音程 全音程 半音 郡
完 全 8度
完全 5度 3-4 3-rl
長 3度 3-4 :I-6
短 3皮 3-4 4-5
完全 4度 2-3 4-6 5 - 6 4-5
長 6度 2-3 4- 6
短 6度 2-3 3-5 4-0
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合唱の基礎能力を伸ばす指導法に関する研究Ⅱ
で述べた練習方法をまとめると次の5点になる｡ き｣],全音,1994,p.3.
1.まずユニゾン,完全5度の正しいピッチを身 5)アレクサ ンダー ･ウッド,『音楽の物理学』,




4.多様な音階 (全音階 ･半音階 ･五音音階,和 9)前掲書5)p.224.
声的 ･旋律的音階等)を取り入れる 10)ホアンG.ローダラー,『音楽の科学』,音楽之友
5.同旋律による平行歌唱 (長三和音,完全4度,
長2度等)を行う
正確な和声感 ･音程感を獲得するためには,練習
で色々な和音を感じることが必要である｡幼少期か
ら継続して和音を感じる練習を続けることは,小学
校,中学校の合唱活動の向上発展につながると考え
るDまた同時に,正しい呼吸法や発声法でコントロ
ールされた声が必要である｡和声感の育成と正しい
発声法の習得は,相乗的なものであり,したがって,
合唱のための和声練習の中に出来る限り柔らかな声
の出し方を組み入れることも重要であろう｡今後は,
合唱指導の基礎となる和声感の育成とリラックスを
取り入れた呼吸法,心技体のバランスの取れた指導
法についての研究に取り組んでいきたい｡
注
1)高橋雅子,効果的な合唱指導のあり方と指導者
の心構え,｢山口大学研究論叢,芸術 ･体育 ･
心理57｣,2007,p.3L
2)前掲書 1)p.39.
3)イルデイコ一 ･へルポイ ･コチヤール,『合唱
指導の出発点』,音楽之友社,2002,p.13.
4)ガルドシュ ･パール,『合唱の育成 ･合唱の響
社,1983,p.183.
ll)小万厚,『音律と音階の科学』,講談社,2007,
p.86-87.
12)前掲書11)p.109.
13)野上義臣,『読譜指導法』,音楽之友社,1958,
p.8.
14)前掲書13)p.ll.
15)活水備,『合唱教本』.カワイ楽譜,1959,
p.120.
16)小林秀雄,『合唱のための試み』,全音楽譜出版
社,1973,p.ll.
17)鈴木憲夫,『女声 (同声)のための43の合唱エ
チュード』,カワイ出版,2002.を参照した｡
18)多田武彦,合唱を練習する際の留意事項第2回,
｢ハーモニー134号｣,社団法人全日本合唱連盟,
2005,p.72.
19)前掲書4)pp.2-3.
20)前掲書3)p.34.
21)前掲書3)pp.36-42.
22)詳細については,児童 ･生徒の自然な声を引き
出す合唱指導について,｢岡山大学教育学部研
究集録第139号｣pp.93-95を参照されたい｡
23)前掲書3)p.48.
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